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うもありがとうございます。アジア経済研究所では中東の最近の変化を非常な関心をもって見ております。それもあって、来年の一月末には、カイロのアメリカン大学の学長のリサ・アンダーソン先生をお招きして世界銀行と共催で国際シ ポジウムを開催し、今回の政治的な変化を踏まえて中東をどう理解するか 多角的に検討を行う予定でおります。今日はぜひ皆様の率直で忌憚 ないご意見を伺わせていただければと思います。　
進め方については自由にやらせて











すね。それは、第一次世界大戦後、アラブ世界で領域国家の枠組みが出来上がる時代ですが 今回の革命はそれをも突き崩すような動きになるのではないかと期待する意見も聞きます。しかし、私は一気にそうした変化は起きないと思います。ただし今後のアラブ世界 考えると、革命の深度、深さは の辺まで届いているものではないか、とも思います　
第三は、 初めに述べましたように、















































なものを追っている立場からの見方です。動乱の特徴は、やはりそれぞれの国の軍隊の在り方がかなり大きくかかわっているように思 ます。チュニジアでは早々に体制から離反して、エジプトの場合には少なくとも中立で、最終的に ムバラクを見限るというような形になり、カダフィの事例ではもう最初から分裂、シリアに関して いまだ 軍が体制を支えているという に見ると、割合にわかりやすいの ないでしょうか。　
当然ながら、そういう政軍関係の





的にファタハ系統とハマス系統という二つの党派に分裂 ていて、にっちもさっちもいか い状態で、五月にいったんは和解の合意ができたはずなのですが、その後も全然足踏みをして動 ていない。こう う状況に対して、双方の党派 足元 ら若年世代の異議申し立てが噴出してきていて、既存の政党勢力、政治勢力が大きな危機感を持ち始め いるということでしょう。　
こうした焦慮はハマスの側のほう
に強く表れている。エジプトの動乱がピークに達しつつあるときに いち早くハマスは自分からガザ 扉を閉めていますし、何とかし ガザに火の粉が波及しないように躍起に
なっていました。他方においてファタハは何とかしてこの若い運動を取り入れようと うような画策をずっとしているのですが、なかなかうまくいかない。どちらもこれをどう扱っていいのか本当に困惑 混乱しているということです。　
こういう運動に巻き込まれていっ
ている人たちが、何をしたいのかはまだ分からないわけですが、 やら彼らは和平に関し もこれまで二国家解決案といったようなも にはあまり興味を示さない。率直に言うと、国家というものにあまり関心がない。国家よりも自由を寄こせとか、独立や解放のための闘争ではなく尊厳のための闘争を求め ようなところがある。必然的に二国家解決というよりは一国家、ワン・ステート・ソリューションというものに親和性を持っているようなのですが、これはやはりかなり大きな変化です。　
面白いのは、イスラエルの中にも
これと同様の現象が出てきているんですね。この夏 はイスラエルの中でも若年層を中心に四〇万人ぐら動員して、もう和平 どうのこうのという話ではなく、家賃が高いとか失業を何とかしろといったことを掲げて、ストリートに繰り出すとれが若年世代だ いう ははっきりしてい 学期が始まった途端、テント村 全部ほとんど一斉に空になるという状況が見られま た。　
こういう一連の状況を地域的な安
定性との関連でどう見るか、まだわれわれの間でも必ずしも 方が定まっているわけではないのです 、やはり短期的には混乱は避けられないのではないでしょうか。特にこれまで中東和平の枠組み 中で 、一種の碇
いかり
の役割を果たしていたエジプ
























は、中東諸国の中でも比較的、民主的な国民選挙を実施している国だと言われていたわけです。それに比べて中東の一方の大国であるエジプトが何たる状況だろうかということで、申し訳ないのですが「ふん」と思って見ていた けですね。ところがあにはからんや、ある意味それが発火点になって、一月二五日 革命にまでつながっていった側面があるということで、自分自身の見方 甘さを少し反省しているところです。　
似たようなことがイラン世界、ア
ラブ世界の各地で起こっており 若年層が新たな政治主体 して台頭しています。しかし、イランとアラブ世界との決定的な違いは恐らく、一九七九年の革命だっ と思うのす。イランにおいて現在起きていることは、革命後の社会変化であるに対して、ア ブ世界においては長い独裁体制の末に、こ 民主化の改
革運動が出てきているということだろうと思います。そうすると、現在エジプトなどでも民主化改革、あるいは「革命」とも言われる政治変動を経験して、イランのようになるのではな かとい こ ひとつの危惧として言われ いますが、結局うはならないのではないか、あるいはそういう大きな政治的な変動を経験していないトルコ ようにも らないのではな か、やはり新し 形を模索していく以外どうしようもいのではないかという気がします。　
それから、もう少し短く一〇年ぐ

























メディア関係者が、今回の一連のアラブの政変を、 「プラハの春」と言われた一九六八年のチェコスロヴァキアの変革運動や一九八九年の東欧革命と比類する出来事と見たことを意味しています。ところが、チュニジアのベン・アリー政権の崩壊以後アラブ地域で同時多発的に抗議デモが起きたも の、どうやらドミノ式に政権が倒れて民主化の方向には向かわないということが分り、最近あまり使われなくなりました。 ラブ地域における政変と東欧革命の違いですが、東欧革命は革命後 進むべき政治経済体制のモデルが西隣 西欧諸国にあったわけですが、エジプトとチュニジアの場合はその西欧諸国が進めてきた市場経済化が失敗した末の革命であり、今後の道筋が見えないということが決定的な相違点です。私は特にエジプトを中心 して見ているので、エジプトを中心お話させてい だきますが、エ プトは一九九一年にＩＭＦ 構造調整政策で合意して以降、 営企業の民営化を断行するなど、市場経済化を進めてきました。それが二〇〇〇年代に入ってさらに加速する過程で、市場経済化の恩恵を受け台頭した新興の大実業家が国会議員に当選して政治的権力も手にし、 寄生資本主義クローニーキャピタリズムといわれる状態になりました。ムバラクは、この新興実業家を与党の要職にあった次男ガマールの側近とすることで、迅速で効率よい経済発展と大統
領職の息子への「移譲」の二つを同時に実現しようとしたのです。しかし、それに到るまでに汚職、縁故社会、権威主義政権、治安警察 横暴などに対する国民 諸々の不満が募り、ムバラク政権は倒れてしまいました。エジプトとチュニジアの革命は、市場経済化が失敗した結果であったという意味で、今後の国家の枠組み作りが非常に注目されるのではないかと思います。これが一点目です。　
二点目は、アラブの人々が求めた








めには、中東全体の新しい流れ 各国の流れを見極めた上で、そこを踏まえて評価をすることが必要だろうと思います。一〇月にチュニジ で選挙がありますし、一一月にエジプトでも選挙が行われます。リビアもそろそろ決着しそうですが もうし
ばらくすると方向性、流れが見えてくると思います。　
今の段階で見通すと、 チュニジア、
エジプトでの選挙の結果、イスラム系勢力が伸びてくるのではないか、圧倒的な優勢になってイスラム国家になるということではな と思いますが、それなりに影響力を強めてくるだろうと見て ます。それから、リビアは戦闘が終われば国内 権力争いが始まるでしょう。その権力争いの中で一番力 強いのは、イスラム系の武力を持っている勢力だろうと思います。流れとしては、イスラムの影響力がある程度強まることになるでしょう。　
アラブの激動が起きた背景には強




















す。ひとつ確認ですが、アラブの革命と言うときのアラブの意味は、言語がトランスペアレントに流通するという意味で受け止めてよろしいですか。アラブとは何なのかというとき、私は常に言語を重視していて、ほかの言語に移ると、そこでメッセージに翻訳が起こるの 、そうではなく、翻訳なしに、さまざまの事象についていろいろ予想しないよな意味が付与されるこ なく、メッセージか基本的に共有されて くのがアラブという領域だと考えてよろしいのでしょうか。【長沢】
　
今回のアラブ革命では、文






構造的な変化を指摘しているだけで、メカニズム 説明 るわけではない。その意味で、今回のアラブの革命の説明としては、政治行動に引き付けて言いますと、 「若い男は乱暴なことをしがちである」という程度の命題 あって、当たっても別にそんなことは誰だって言えると思います。　
しかし、それは別として、メカニ
ズムをどう説明するかということになると、池田さんが言われた通り、国家という強制力を持った機構がこういう政治的危機においてど ような行動を選択するか、それによって変化のアウトカムは大い 違 これがわたしとしては ごく重要と考えます。もうひとつは、プロテストの側について、現在のグローバル化する世界の中で、若い人たちの教育が拡大している。そ 結果、高等教育を受けた若い人たちがマス して生まれていて、彼らがあるタイミングでどのような社会問題にぶつかるとどのようなプロテスト 行動をするか、それが問題として注目されいる。そこで鈴木さんが言われたことは、経済発展がうまく っ いない、クロニー・キャピタリズムの下で格差が拡大している、しかし、その一方で 雇用は増えなかった。そういう中で社会正義につ て深刻不信がうまれ、それがフェアネスつまり、公正と うことばを鍵概念として噴き出している。わた のことばに言い直すと、 わたしとしては
そういうかたちで受け止めたのですが、それでよいのか。　
もしよいのであれば、あたりまえ
































（アドル、 アダーラ） についてですが、もうひとつ重要な概念としてそ 反対の不正（ズルム）という概念にも注目したいですね 人々が革命で糾弾したズルムには二種類あり、それが互いに結びつ ていました。第一は抑圧ですね。これはナセ 以来の権威主義体制を示 ます。もうひとつは腐敗。これはサダト以来、特にムバラクとその息子が加速させました。この抑圧と腐敗という二 のズルムが結びついている。これが今回の革命の背景にあります。　
ところが、この抑圧と腐敗は、必
ず結びつくも ではありません ナセルの時代には、抑圧 ったが、腐敗はなかったという意見がす。つまり、ナセル 残忍だけれども公正な独裁者だ わけです。彼の支配の公正さは、今おっしゃった言葉を使わせてい だきますと、そのときに結ばれたある種の社会契約に裏づけられていた です。この社会契約が結ばれた背景には七月革命がありました 当時、ナセルは権力闘争を勝ち抜くためにム
スリム同胞団や共産党を弾圧しましたが、このとき自分の味方につけたのは労働運動です。労働者に最低賃金を保障し 食料補助金によって最低限の生活保障をする。 その代わり、政治的な権利を極めて制限する、自由な選挙も認めない そういう社会契約を結んだのです。国家の言うことを聞き さい、あな たちには政治的な自由 与えないけれど、最低限の生活 保障しましょうと。 かし、こうした抑圧体制の中で経済発展を目指す開発主義と ったかというと、そうはなら かったのです。ナセルが作った体制は、開発 き独裁、開発なき権威主義 いってもいいでしょう。トルコの国家主義的制を示すエタティズムを使って、エジプト版のエタティズムと呼んでいいかもしれません。　
この体制はすぐに行き詰まりまし






ティを受け入れました。しかし、その約束をまじめに守るかと思ったのですが、国民とＩＭＦ、国際社会との間を駆け引きしながら動き、改革をじわりじわりと先延ばしにしました。でも、二〇〇〇年代に ってから、大統領の跡継ぎの息子が音頭を取って新自由主義の方に大 く舵を切ったのです。これが革命 原因のひとつになりました。　
注意しないといけないのは、民営














造りで予想されます。エジプトやチュニジアでは少なくとも新体制の取っ掛か があるわけでしょう。改正すべき憲法というのがもともとあるのですが、 リビ はもう『緑の書』一冊以外、何もないわけ すよ。カダフィは公的には何なのかも分からなかったわけで よね。元首なのか何なのか。そこから国の枠組みをゼロからつく ていくということが果たして可能かどうかという問題 、当然出てきますよね。●




と思います。これも長沢さんが指摘されたことですが、 エジプトの場合、一九一九年以降、特に一九二〇年代に、現在の国家の基本的な枠組みができた。しかし、その上で、立憲主義そのものについてはそれほど大きな合意はなかった もしれないと言われた。一方、福田 んは、こ からイスラム主義の勢力が出てくるだろうと指摘された。私自身、自由な選挙をやれば、そういうくるのはほぼ間違いないだろうと思いますが、その結果 変化 規模はどの程度のものになると評価しますか。政府の変化 つまり、政権交代というのはしょっちゅ 起こる。体制の変化、つまり、政治体制が変更される ことも、一世代、あいは数世代に一回ぐらいは起こりす、国家の変化、つまり、国家が新
しく出来たり、なくなったり、併合されたり、ということはめったに起こりませんが、起こったときには大変大きな変化となる。政治の変化をこの三つのレベルでとりあえず区別すると、今回のアラブの春は 政権交代という規模を超えた変化で ることは疑いない。しか 、政治体制の変化で終わる話なのか、それとも国家の変化にまで行くかもし ない話なのか、これを少しイスラムの問題と関連させて考えるとどういうことになるのでしょうか。【福田】
　
中東の国家の枠組や諸国家
体制にはそれなりに歴史的な重みがあり、地域性や文化や経済を踏まえて国家の枠組 できています。イスラムは国境を越えてつながっていくものだとしても、 エジプトやシリア、モロッコという大きい国家の枠組みは変わらない 思います。だから、選挙の結果、イスラムが相当影響力を伸ばしたとしても、 み自体がおかしくなるこ ないと思うのです。　
しかし、国内でイスラムの影響力








たのかもしれませんが、体制と言ったとき、司馬遼太郎的な表現を使うと、国家その のの枠組みは変わらないけれども 国のかたちが変わることはある。つまり、きわめて中央集権的 国家のシステムを持っていたところで、ラディカルな地方分権が行われると、その結果、権威主義から民主主義といった政治体制 変化だけではなく、国家の編成のした、つまり、国家機構にお 権限分配、予算配分の仕方がラディカルに変わってし うという は十分ある。そしてそれが国民国家の正統性の調達にも大きく貢献する。そのあたりのことはどう考えておられますか。【長沢】
　
エジプトは中央集権の国と
して知られています 今回のエジプトで最も注目される は、新 い憲法をどう作っていくかということですが、現地で専門家に憲法改正で分権化が進展するか訊いてみました。すると、 革命の際に監獄が破壊され、
凶悪犯が逃げている、また警察に対する信頼が失われている今のような状況だと、分権化は難しいという答えが返ってきました。これまでは県知事のみならず市長、さらに村長まで任命制です。県知事の多くは内務官僚や軍人でした。これらをいきなり選挙制に移行するのは だエジプト社会の実態に合わ いのではないかということです。また、新しい共和体制が、 議院内閣 的共和制か、大統領制的共和制かのどちらを取るかについても、両者の中間という意見が多かったです。実際にどうなるか分かりませんが、今回の憲法改正を通じて、国の形は恐らく大きく変わる可能性はあります。　
もうひとつ国の形という点で言う









































す。さきほど述べたように、政治経済体制の変化の周期が一九五〇年代以来の六〇年くらいだと ると、革命イデオロギー 変化の周期は、一〇年ではなく一九七九年のイラン革命から三〇年ということに るかもしれません。いわゆるイスラム暴力革命の幻想ですね。最終的にはアルカイダの出現によって、九・一一事件まで行き着きました。そ 時代がもう終わりつつあるのかもしれません。新しいアルカイダの指導者、エジプト出身のザワヒリが、革 後のエジプトに決起を呼びかけていまが、あまり反応もないようです。武装（テロ）闘争を放棄した「元過激派」のイスラム団やジハード団も今回の選挙に参加しようとしていす。革命後、サラフィー主義者とう、洗練されていない同胞団という感じの人たちも表に出てきています。これらの諸勢力が様々な形で議会政治に参加してくるでしょう。　
にもかかわらず、イスラム革命の
夢がアラブ世界でまった 終わっしまったかといいますと、イスラムを旗印にして国をまとめている王制国家などで起きる可能性は否定できません。その場合、現在の領域国家の枠組みのもつ意味を考える必要が
でてきます。領域国家とは、産油国の場合は、 福田さんがご専門ですが、そこにある石油を独占できる権利を持つということなのです。石油の富を国民に対して分配できる国家という意味ですね。その枠が変わるということは、どんな革命が起きてもなかなか難しい。領域国家と 石油を独占している主体ですから、その国境線を変えて石油の分捕り量を変えようというのは起こりにくい かし、今のままで産油国の王制国家が民主化を進めずにいった場合 、その行方にイスラム革命の狂い咲きが起きるという可能性は否定できません。　
一方、今回の民衆革命が進展する













デオロギーの終焉」 の話が出てくる。これがおこるのは一九六〇年代から八〇年代、そのあとには「生産性の政治」 、チャールズ・メイヤー 言う「ポリティクス・オブ プロダクティビティ が出てくる。しかし、こうい 政治は、アラブ世界では、
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先ほどの鈴木（恵）さんの指摘した通り、 うまく行かなかった。なぜか。これは非常に重要な問題だと思います。私には ポスト・イスラム主義というのがなにか、 よく分からない。先ほど、池田さん 鈴木さんは、若い人を見ていると、この人たちにとって、ナセル主義 アラブ・ナショナリズム、ある はイスラム主義といったものはもうあまり大き アピールを っていない。かれら そういうものとは違うなにかに突 動かされているということでした それは、概念としては、 「フェアネス」あるいは「自由」といった ばで捉まえられるものなのでしょ がそこに 「夢」という はど いうものなのでしょう。【鈴木恵美】
　
まだ彼らも模索中だと










は、先ほど社会契約という話が出ましたが、湾岸諸国の社会契約でポイントとなるのは、やはり石油の富だろうと思います。権力が石油の富を分配していますが、お金が分配されている限りは、民主化が進んでいなくても、不満はあるけれども あまり大きいことにはなら い。権力は暗黙のうちに認められ、政治のシステムはうまく回っています。 問題は、石油のお金がどこまで続くかです。石油収入は原油価格と輸出量で決りますが、過去には石油収入が細った時期もある です。石油収入が少なくなったときには民主化問題が起こったり、いろいろな問題 起 っています。　
ＧＣＣ諸国では、アラブの激動の














パの場合は、 非常に長い年月を経て、ドイツをどうヨーロッパ 中に取り込んでいくかというような話だったわけですが、イスラエルは一九四八年にできた後、今に至るまで、中東のシステムの中に 特に安全保障なのシステムの中には取り込まれて
いません。だから、一番最初に申し上げたように、そういう非常に不安定な枠組みの、ある種のスタビライザーとして、少なくともイスラエルとエジプトとの関係 それ イスラエルとトルコ が った。さらに言うと、シリアとは全く敵対的な関係だけれども、イスラエルが隣接するなかで今まで最も安全 国境がイスラエル・シリアの国境だったという逆説もあります。ゴラン高原では全く何の事件も起きてい いのですね。だから、双方がある意味では「信頼している敵」 の がこのような形でシステムが保たれてきたということなのだろうと思います。　
あともうひとつ、 歴史的に言うと、









特の行動をする国を中東システムの中にどう抱え込んでいくかということが今後 課題で 。そのためには両国がよほ 変わら いと難しいかと思います。　
加えて長期的に言うなら、やはり
アメリカと中東地域システムとの関係を議論する必要 あります。今回のアラブの革命の動きでアメリカの影響力が低下したと う意見もありますが、短期的にはそれほどの変化は起きないでしょう。 だし、長期的にみるなら メリカのプレゼンスは中東でしだ に低下していくだろうと予測されるわけです。そこでＮＡＴＯという存在 重要になっくるでしょうし、ロシアや 今のところアメリカの手前、大人しくしている中国など、新しい動きがあり中東をめぐる国際関係 将来、大きく変化してい と思います。　
先ほど白石さんがおっしゃったよ




な役割を果たすかもしれません。トルコがアラブ諸国との貿易関係、投資関係を強化していく可能性です。これに加えて、イラン 変化していくならば、潜在的な工業発展力がありますから、経済的な相互依存関係が自律的 安全保障システムを下支えしていく将来が開けるかも れない。短期的には難しいです 。【池田】
　
ニュー・ミドルイーストと






済の構造が似ているのです。産油国で石油を生産して輸出し、それが経済の柱になっている。そ い 構造なので、国どうしの経済交流が進まないのです。隣 国に原油を輸出するわけにはいかないし、買っ くものは先進国やアジア諸 などから輸入しています。隣の から輸入することにはなら くて だから、どうしても経済関係が強くなら 。　
おまけに、湾岸地域では地域シス


























ネジャードの体制は、とにかく生き延びることに必死だと思います。しかしやはり国内的にもう社会は成熟してきてい のに、 わば圧力釜にふたをしているようなも で、国内での言論統制のようなものが非常に厳しく、現状ではかな の数の知識人が海外に出ています。一部で言われているような、このまま安定していくようなことはちょっと考えにくいと思っ ます。恐らくイランが変化していけば、アフガニスタン問題へのプラスの影響もある あるいはイラクとの関係もアメリカ とって好転してくる 。【白石】
　
実はそれを次に伺おうと







みという中で、恐 く中東の中で唯一国家まで変わるよう ところまでやってしまったということで、とにかく収拾がつかなくなっている いうことだと思い す。その意味では現在、小康状態にはなってい けれど、これで急速に安定してというふうにはとても思えないと。【池田】
　
唯一イラクの安定要因に数
えられるの 、周辺のイラン してもトルコにしてもシリアにしても、あるいはサウジ しても どの国イラクの混乱を望んでいないという点です。あそこでがたがたさ る自分のところに波及するも だから、クルド問題でもシーア派 問題でも、とにかく何とか騒ぎ 起こさないでほしいと周辺諸国は全部思っているので それがひとつ 安定化要因だと考えます。【白石】
　
少し乱暴なまとめ方をしま
すと、アメリカの中東政策は、かなりの程度、イスラエルによって人質にとられており、イスラエルが変わらない限り、アメリカの対中東政策が大きく変わることはおそらくない。そういう中、経済統合を推進して、 協力の余地を拡大し これによって紛争を封じ込めていく もできない。その結果、一言でいえば バランス・オブ・パワー・ポリティク
ス、力の均衡の政治がこれからも続く。そのときには、この地域の国々がそれぞれ国際政治的にどういう行動をとるかは、かなりの程度、国内政治要因で決まる。イスラエルがこれまでと同じような対外政策を採り続ける中、トルコ、エジプト、サウジアラビア、 イランといった列強がそのときどきの国内政治に規定されながら、きわめて雑なかたちでバランス・オブ・パワー・ポリティクスをやっていく そういうこ この地域ではこれからも く、そう考えてよろしいでしょうか。【池田】
　
地域全体で発火する可能性













がやはりうまく行かないということでしょうか。権威主義体制と開発というかたちで問題を立てると、よく指摘される通り、開発がうまくいかない、そ いうところでクローニーキャピタリズム 跋扈すると、民主化の要求がおこり、しばしば義体制の崩壊をもたらす。し し、民主制が成立して 、それですべてがうまくいくわけではもちろんない。民主制下、経済成長が政治の目的だとい 合意ができ、そう 合意を支えるかたちで経済成長れば、 政治はもちろん安定しますし正統性も調達できる。しかし、期待されるような経済成長がおこらなれば、政治というのは限られた資源の権威的配分ですから、限られたパイの取り合いになる。そしてそのときには、アイデンティティの政治が広がる可能性が大きく アラブ世界では、そ とき イスラム主義が勢力を伸ばすだろう。このあたりはどう考えておられますか。【池田】
　
トルコが中東を向いている





何をやったかという 、エジプトから湾岸まで、みんな上からば まていますね。湾岸では、脱石油で民間の工業を起こして、みんなで働て経済を良くしましょうという流れがありました。しかし、結局、最後は石油のお金に頼って、それで雇用機会を作ってということにな しまうので、石油依存か 脱 ようとしていたのだけれど、石油への依存が深まってしまっている。エジプトでも民間経済を発展させようとしたけれど、そうではないとなって、ばらまいている。【池田】
　
いや、そうなると言ってい
るわけではなくて、トルコ 政治家がアラブに来て何を言っ るかということです。いずれにせよ、エジプトに関して言うと、体制打倒を果たしたんだけども、打倒した後に期待しているものは何なのかというところです。それで自分たちの取り分が増えると思っている人たちが るけれども、それは基本的に増えないわけですよ。そのときに、それを彼らが受忍できるのかどうか ついは、ちょっと私にはまだ分かりません。【長沢】
　
エジプトは、 先ほど鈴木 （恵
美）さ も説明されたように こまで三回、経済開発に失敗していす。 ナセルのアラブ社会主義の失敗、
次に門戸開放政策、つまりサダトが始めた自由化の失敗、それでいい加減にサボりながらやって 最後にムバラクの次男、ガマールがやった新自由主義の改革の失敗と、三回失敗しています。そして 直近 はともかくとして、最初 二つの重荷がエジプト経済改革の課題になっています。先ほど白石さんがおっしゃったように、第一 アラブ社会主義とは貧困の共有になってしまい、もう社会契約としても機能していません。かつ はそれなり 低価格の食料と低賃金とが見合っ いたわけですが。その次にサダトが始めた門戸開放は、基本的に オイルブームの波をかぶってしまい、徹底的な改革ができず、むしろエジプト自身がレンティア経済化しました。従来のアラブ社会主義 レンティア経済が融合してしまってばらまき政策が進行し、腐敗が増大することになりました。ま 投資政策を失敗したために、優秀な先端的な輸出産業を育成できなかった。その場合、アラブ社会主義的な内向きの工業化政策の遺産も原因です。　
そうした経済体質を何とか打開し
ようとした が大統領の次男のガマールで 。方向性としては新自由主義改革によって、一気にアラブ社会主義体制の遺制をぶちこわしまおうと意気込んだわけです。たとえば、二〇〇七年 憲法改正は本人も くは息子の大統領当選を絶対確実にするための選挙規定 改正
が主なのですが、同時にアラブ社会主義的な条項がことごとく消されています。エジプトはもう社会主義国ではないと宣言した憲法改正だったのです。　
ただ、問題はその上からの改革に














ろん石油収入です 、 れ 分配の問題と、それから広大な国土と成熟した労働人口がありま ので。そういう若い労働力をどう生産の方に動員していくかという問題は、本当イランの国を挙げての課題に るはずなのですが、そういう議論になるまで道遠しと いますか、今の段階ではとにかくばらまきで現在の体制をどう維持するか ことになっています。　
それから、やはりイランの今の経



















観光な さまざ な関心をお持ちの方がたくさん らっしゃいます。経済について言いますと、革命の後、欧米のエコノミストか は、アラブ世界は将来、第二のＢＲＩＣｓになる、という楽観的な観測も出ています。石油価格とか 政治的な不安定性とかいうリスクだけに関心を示のではなく、今後の有望な投資先として積極的に考えて た きたいという点です。　
第二に政治・外交の面で重要なの
は、今回のアラブ革命の影響で新しい局面に入りつつあるパレスチナ問











ビア空爆の話ですが、 昨日でしたか、安保理でシリアに対する制裁 中国とロシアの拒否権でつぶれています。リビアの場合には、 「保護する責任」 （レスポン ビリティ・トゥ・プロテクト）を掲げて入っていった最初の例ですよね。ただ、 ビアこれが成功した なっても、恐らく今から後のモデルケースにはならないでしょうね。いろいろ 偶然が重なってうまくいったという話でしょ






も、あるいはリビアやエジプトにしてもそうだろうと思うのですが 恐らく日本が主体的に、外交的に安定化のためにコミットしていくということは、今後ますます求められてくるだろうと思います。そういうところに中東研究者としてどうい ふに責任のある発言をしていけ かということは、やはりひ つの大きな課題だと思っています。　
もう少しポジティブに言います


























けたと思いますが、湾岸はほとんど影響を受けていません。なぜかと言えば、経済は石油中心に動いているからです。アラブの激動で石油の値段は高くなり、おまけにリビアの輸出停止で湾岸の輸出量が増えており石油収入が増 ています。さらに、国内対策で各国とも歳出 増やしており、 経済は好調なのです。ただ 、現在、世界の景気後退やリビアの石油輸出再開などで原油の値段が下がってきています。石 収入が減ると、 いろいろ問題が出てきそうです。経済に関し は原油価格 動向 ポイントだと思います。　
二番目は政治の問題です。湾岸は
みんな王政の専制君主国で 各国とも民主化問題を抱えて ます。まさにアラブの激動の中で問われたのは民主化の問題です。この問題がどうなっていくか、気をつけて見て く必要があるでしょう。　
それから、湾岸諸国はアラブの国
ですので、アラブ世界の影響を受けることになると思います。エジプトなどアラブ世界の動向が重要です　
また、湾岸地域での政治的なバラ
ンスや安全保障は、アメリカの存在で保たれてきたところが大きいのす。アメリカのプレゼンスが弱まっていく中で、国家関係の組み換え中東で起こってくる ではないか。湾岸の場合には、ヨルダンを巻き込んだ王政諸国グループの組み換えがどうなっていくのか、注意し 見ていく必要があるでしょう。
　
最後に、ヨーロッパとの関係です
が、アメリカが引いていく流れがありますので、安全保障や民主化などいろいろな面で、ある程度ヨーロッパの役割が高まるのだろうと見ています。ヨーロッパが中東の安全保障や民主化にどう関与していくかもひとつのポイントだろうと考えています。【白石】
　
どうもありがとうございま
した。少し予定の時間を超過しまたが、非常に勉強になりました。（二〇一一年一〇月五日午後、ジェトロ東京本部にて）
白石　隆
コーネル大教授、京都大学東南アジア研究センター教授、政
策研究大学院大学（GRIPS）教授・副学長を経たのち2011年
GRIPS学長に就任。2007年よりアジ研所長を兼任。アジアの
政治、政治史、国際関係を専門とし、著書多数。大平正芳記
念賞、サントリー学芸賞などを受賞。
19
中東・アラブ世界の政治変動を見通すために
アジ研ワールド・トレンド No.196 （2012. 1）
